
尾道法人会 広報

おのみち
公益社団法人

2024年龍（辰）年
辰（龍）とは雷鳴の振動によって 草木が大きく成長すると伝えられているとか
我が地もプラス方向に龍が舞い 発展する力を振り撒いてもらいたいものだ

大洋船具（株） 川辺 和洋

No.

J a n u a r y

171

P2・P3
P4
P5
P5
P5
P6
P7
P8
P8

■新年の抱負
■令和6年度税制改正提言
■税制提言 要望活動
■納税表彰
■財務大臣表彰
■文化講演会
■第15回税に関する絵はがきコンクール 表彰式・入賞作品
■第37回法人会全国青年の集い山形大会
■第39回法人会全国大会 群馬大会

P9
P9
P9

P10・P11
P12
P12
P13
P13

■女性部会9月例会
■女性部会視察研修
■ご存知ですか？
■税のコーナー
■支部税務研修会
■支部だより
■行事予定
■編集後記

公益社団法人  尾道法人会 〒722-0035  尾道市土堂2丁目10番3号 尾道商工会議所ビル3階
TEL.（0848）24-5100　FAX.（0848）24-5101
E-mail:hojin-o@ono.ne.jp    URL http://www.onomichihojinkai.jp/

2024年  新春



時
代
や
人
々
の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、

的
を
得
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

会

　

長

髙
橋 

宏
明

新
年
の
抱
負

コ
ロ
ナ
禍
が
去
り「
龍
の
水
を
得
る
如
し
」。

法
人
会
活
動
も
勢
い
を
増
し
て
い
く
年
に
な
り
、

企
業
活
動
も
事
業
展
開
を
速
め
て
参
り
ま
す
。

世
界
の
平
和
の
大
切
さ
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
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野
崎 

昭
則

渡
辺 

　
隆

吉
田 

剛
士

岡
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稔

甲
辰
は
変
革
を
示
し
夢
が
叶
う
年
！

署
と
皆
様
の
取
組
が
実
を
結
び
税
務
行
政
の

Ｄ
Ｘ
化
が
進
展
す
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
、適
切

に
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
及
び
署
の
運
営
に
取
り
組

み
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
や
電
子
納
税
証
明
書
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、納
税
者
の
皆
様
の

利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

尾
道
税
務
署 

徴
収
部
門

統
括
国
税
徴
収
官

高
見 

英
明

適
正・公
平
な
徴
収
に
向
け
て
、納
税
者
の
方
の

お
話
に
は
よ
く
耳
を
傾
け
、対
応
し
て
い
く
こ
と

を
徹
底
し
ま
す
。

確
定
申
告
は
、と
っ
て
も
便
利
な
ス
マ
ホ
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
×e
ー
Ｔａｘ
が
お
す
す
め

で
す
！〝
納
税
者
目
線
〞を
大
切
に
し
て
、納
税

者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
定
着
に
向
け
て
、

初
回
申
告
を
見
据
え
た
指
導
や
丁
寧
な
相
談

な
ど
、き
め
細
か
い
対
応
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、電
子
帳
簿
保
存
法
な
ど
、

納
税
者
の
皆
様
方
に
参
考
と
な
る
情
報
の
提
供

と
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
ま
す
。

副

会

長

本
年
も
素
晴
ら
し
い一
年
に
と
な
り
ま
す
こ
と

を
願
い
、会
員
の
皆
さ
ん
と
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。健
康
と
幸
せ
を

願
っ
て
皆
さ
ん
と
一
年
を
頑
張
り
ま
す
。

辰
年
に
は
大
き
な
変
化
が
多
い
そ
う
で
す
。

カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
に
変
幻
自
在
に
変
化
に
対

応
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

副

会

長

金
山 

幸
平

副

会

長

玉
浦 

洋
明

円
安
・
物
価
高
と
こ
れ
が
今
の
日
本
の
力
な
の

か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
事
業
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

副

会

長

橋
本 

祐
司

コ
ロ
ナ
も
ほ
ぼ
終
息
し
、チ
ー
ム
尾
道
で
一
致
団

結
し
て
み
ん
な
で
良
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

副

会

長

安
保 

雅
文

青
年
部
会
長

高
橋 

武
也

昨
年
の
全
国
青
年
の
集
い
で
は
広
島
局
連
代
表

と
し
て
租
税
教
育
活
動
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
会
員
拡
大
を
頑
張
り
ま
す
。皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
性
部
会
長

塚
本 

美
砂
子

楽
し
い
こ
と
を
いっ
ぱ
い
作
っ
て
心
豊
か
に
暮
ら

し
ま
し
ょ
う
。
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迎
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迎
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地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
集
記
事
や
活
動

報
告
は
も
と
よ
り
、尾
道
税
務
署
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
た
税
に
関
す
る
情
報
の
発
信
、受
託

保
険
会
社
三
社
と
連
携
し
た
福
利
厚
生
制
度

の
ご
案
内
な
ど一
層
の
誌
面
の
充
実
を
心
掛
け
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
法
人
会
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
る
会
報
誌
を
お
届
け
し
ま
す
。

総
務
財
務
委
員
長

三
宅 　

宏

昨
年
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、イ
ス
ラ
エ
ル
と
戦
い
の

続
く
日
々
で
し
た
。会
員
の
皆
様
に
平
和
で
繁

栄
を
も
た
ら
す
一
年
を
願
い
ま
す
。

向
島
支
部
支
部
長

村
上 

泰
史

今
年「
辰
年
」  

60
歳
の
年
男
で
還
暦
を
迎
え

ま
す
。節
目
の一
年
を
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に

健
康
に
過
ご
し
て
行
け
ま
す
よ
う
に
。

所
長

推
進
員

推
進
員

菅
野 

雅
文

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

高
田 　

忍

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

藤
岡 

範
子

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

尾
道
法
人
会
の
皆
さ
ま
に
メ
リ
ッ
ト
を
ご
提
供

し
、経
営
支
援
が
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
れ
る

よ
う
全
力
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
よ
る
い
ち
早
い
情
報
提
供
を
通

じ
て
、会
員
様
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、誠
意
を

持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

推
進
員

吉
岡 　

徹

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

お
客
さ
ま
に
と
っ
て
何
が
最
善
か
を
常
に
考
え
、

感
謝
い
た
だ
け
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
参
り
ま
す
。

尾
道
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
、本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

推
進
員

上
田 

美
智
子

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

会
員
皆
様
の
為
、お
役
に
立
て
る
よ
う
一生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

推
進
員

田
中 

由
美
子

大
同
生
命
保
険
㈱ 

福
山
営
業
所

法
人
会
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
山
支
店
長

川
崎 

就
平

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱

中
国
・
四
国
地
域
事
業
本
部

尾
道
法
人
会
の
皆
様
、平
素
よ
り
福
利
厚
生
制
度
の

推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

因
島
支
部
支
部
長

兼
田 

敏
郎

支
部
会
員
の
皆
様
が
楽
し
く
活
動
で
き
る

一
年
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
口
支
部
支
部
長

中
田 

喜
直

６０
歳
後
の
年
に
な
り
残
り
少
な
い
人
生
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
か
、今一度
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、健
康
第
一
。

青
年
部
会
運
営
専
務

池
田 

憲
泰

昨
年
の
青
年
部
会
は
全
国
大
会
で
の
発
表
も

あ
り
跳
ね
る
年
と
な
り
ま
し
た
。2
0
2
4
年

辰
年
は
、さ
ら
に
活
気
に
あ
ふ
れ
る
年
に
し
て

ま
い
り
ま
す
！

女
性
部
会
副
部
会
長

高
垣 

洋
美

隆
盛
の
辰
年
、チ
ャ
ン
ス
到
来
！

今
年
も
楽
し
ん
で
頑
張
り
ま
す
。

組
織
委
員
長

松
下 

雅
人

尾
道
法
人
会
の
活
性
化
に
は
、会
員
の
維
持

増
強
が
必
要
で
す
。会
員
企
業
の
皆
様
と
共
に

組
織
力
を
強
化
致
し
ま
す
。

研
修
委
員
長

山
田 

力
正

全
員
で
楽
し
く
委
員
会
活
動
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

広
報
委
員
長

税
制
委
員
長

亀
田 

茂
登

鍜
治
川 

立
章

税
制
改
正
提
言
事
項
を
地
元
国
会
議
員
並
び
に
、

地
方
自
治
体
に
対
す
る
提
言
活
動
を
引
き
続
き

行
っ
て
参
り
ま
す
。

厚
生
委
員
長

杢
谷 

正
樹

持
続
可
能
な
会
社
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

福
利
厚
生
制
度
の
周
知
に
注
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

世
羅
郡
支
部
支
部
長

坂
上 

栄
樹

世
羅
郡
支
部
の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
調
支
部
支
部
長

赤
坂 

雅
士

皆
が
楽
し
く
笑
っ
て
聞
け
る「
楽
し
い
税
務
の

お
話
」を
目
指
し
、御
調
支
部
も
元
気
よ
く

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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・ 行政改革を徹底するに当たっては、地方を含めた政府・議会が「まず隗より始めよ」の精神に基づき
  自ら身を削ることが肝要である。直ちに明確な期限と数値目標を定めて改革を断行するよう強く求める。

4

からの提言

私たちは財政健全化を求めます!

公益財団法人 全国法人会総連合

会長 小林 栄三
伊藤忠商事（株）名誉理事

中小企業を中心として全国約75万社の会員企業で構成される“経営者の団体”「公益財団法人 全国法人会総連合(略称:全法連)」

 は、9月19日開催の理事会において「令和6年度税制改正に関する提言」を決議しました。地域経済や雇用の担い手である中小企業

にはコロナ禍で体力を奪われ経営に苦しんでいるところも少なくありません。事業承継や消費税のインボイス制度などへの対応も

合わせ、税財政上のきめ細かい支援が必要です。また、日本の国債残高は1,000兆円を超えていますが、コロナ対策財源として発行

された約100兆円の国債をどう返済するかは重要な課題です。さらに少子化対策や防衛力の抜本強化が打ち出されていますが、

その財源論は置き去りになっています。我が国は先進国最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少するという深刻な

社会構造問題を抱えています。負担をあやふやにし、歳出だけを先行実施するような財政運営では国の未来は開けないと考えます。

法人会とは
私たち法人会は、中小企業を中心として全国約75万社の会員企業を擁する団体です。41都道県に440の
単位法人会が組織され、創設以来70年にわたり、国の根幹ともいえる「税」の分野を中心とした活動を
全国的に展開し、申告納税制度の維持・発展に寄与してまいりました。近年は、我が国の将来を見据えた税

の提言や各種研修会の開催、地域社会貢献活動に加え、次代を担う児童への租税教育や税の啓発活動、さらには企業の税務コンプライアンス
向上に資する取り組みにも力を注いでいます。なお、法人会青年部会を中心に、社会保障給付の抑制と安定的な国の歳入確保に資する
ため「財政健全化のための健康経営プロジェクト」を展開し、①「健康経営」※を柱にした企業の活力向上がもたらす税収の増加、②適切な
医療利用による医療費の適正化に向けたアクションプランに取組んでいます。  ※健康経営はNPO法人健康経営協会の登録商標です。

1．財政健全化に向けて

2．社会保障制度に対する基本的考え方

3．行政改革の徹底

1．中小企業の活性化に資する税制措置

2．事業承継税制の拡充

3．消費税関係

Ⅰ 税・財政改革のあり方 Ⅱ 経済活性化と中小企業対策
令和6年度税制改正に関する提言（概要）

https: / /www.zenkokuhoj inkai .or . jp

・ 財政健全化は国家課題であり、本格的な歳出・歳入の一体改革を進めることが重要である。歳入
  では安易に税の自然増収を前提とすることなく、また歳出については聖域を設けずに分野別の具体
  的な削減・抑制の方策と工程表を明示し、着実に改革を実行する。
・ まずは2025年度の基礎的財政収支（プライマリーバランス=PB）黒字化目標を確実に達成しなけ
  ればならないが、その後の財政健全化の議論も並行して開始する必要がある。その際には財政規
  律を確立するための新たな健全化目標や実効性を担保できる財政運営手法が欠かせない。

中小企業は地域経済と雇用の担い手であるだけでなく、我が国経済の礎である。健全な経営に取り
組んでいる企業が立ちゆくよう実効性ある支援をすることは、政府の責任であり義務といえる。
（1）中小法人に適用される軽減税率の特例15%の本則化、適用所得金額の引き上げ。
（2）「中小企業投資促進税制」、「少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置」の拡充、
     本則化。等

・ 社会保障給付費は高齢者人口がピークを迎える2040年には、190兆円（令和5年度 約134兆円）
  に達する見込みである。目の前には、団塊の世代すべてが後期高齢者となり、医療と介護の給付費
  急増が見込まれる「2025年問題」もある。持続可能な社会保障制度の構築と財政健全化の両立
  という国家課題はこうした前提の下で問われている。これを解決するには「中福祉・低負担」のいび
  つな構造を「中福祉・中負担」に改革するしか方法はない。具体的には適正な「負担」を確保する
  とともに、「給付」を「重点化・効率化」によって可能な限り抑制することである。
・ 少子化対策の財源として社会保険料の上乗せ等が挙げられているが、中小企業の厳しい経営実態
  を踏まえ、企業への過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような制度づくりが求められる。

中小企業が相続税の負担等によって事業が承継できなくなれば、経済社会の根幹が揺らぐこと
になる。平成30年度の税制改正では比較的大きな見直しが行われたが、さらなる抜本的な対応が
必要と考える。
（1）事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設。
（2）相続税、贈与税の納税猶予制度の延長・充実。
（3）取引相場のない株式の評価の見直し。

政府は、軽減税率制度とインボイス制度について、国民や事業者への影響、低所得者対策の効果
等を検証し、問題があれば制度の是非を含めて見直しが必要である。
（1）インボイス制度の導入にあたり、国は事業者に混乱が生じないよう制度の周知を徹底するととも
　  に、事務負担を軽減するような環境整備が必要である。また、課税事業者が免税事業者と取引
　  を行う際、取引価格の引き下げや取引の停止などの不利益を与えないよう、実効性の高い対策
　  をとるべきである。
（2）消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってより重要な課題となって
　  いる。消費税の制度、執行面においてさらなる対策を講じる必要がある。等

提言書の全文は、全法連ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。
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尾
道
法
人
会
で
は
、公
平
で
健
全
な
税
制
の
実
現
を
目
指

し
て
会
員
企
業
の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
、税
の
あ
る

べ
き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的
な
提
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
も
橋
本
担
当
副
会
長
、亀
田
税
制
委
員
長
、宇
根

本
副
委
員
長
で
令
和
６
年
度
税
制
改
正
提
言
書
を
地
元
選

出
の
国
会
議
員
並
び
に
尾
道
市
長
、議
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

11
月
18
日（
土
）に
小
島
衆
議
院
議
員
事
務
所
を
訪
問
し

て
提
言
書
を
秘
書
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

21
日（
火
）に
は
尾
道
市
役
所
に
お
い
て
平
谷
尾
道
市
長

並
び
に
吉
和
尾
道
市
議
会
議
長
、星
野
副
議
長
へ
手
渡
し
尾
道

地
域
に
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

26
日（
日
）に
佐
藤
衆
議
院
議
員
に
提
言
書
を
手
渡
し
、

そ
の
内
容
を
始
め
地
域
課
題
や
活
性
化
に
向
け
た
活
発
な

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

納
税
表
彰

税
制
提
言 

要
望
活
動

　

令
和
５
年
10
月
25
日（
水
）に
三
田
共
用
会
議
所
で
、令
和
５

年
度
財
務
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
、当
会
の
髙
橋
宏
明
会
長
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

永
年
に
わ
た
る
法
人
会
へ
の
貢
献
に
よ
る
も
の
で
改
め
て

敬
意
を
表
し
ま
す
。

財
務
大
臣
表
彰

尾道税務署長表彰

　

長
年
に
わ
た
り
、納
税
道
義
の
高
揚
と
正
し
い
税
知
識
の

普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、尾
道
税
務
署 

白
土
和
則

署
長
よ
り
表
彰
状
、感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、県
市
の
税
務
関
係
者
、尾
道
税
務
署
管
内
の
税

務
関
係
団
体
の
会
長
も
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
さ
れ
、厳
か
に

納
税
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
道
法
人
会
関
係
の
受
賞
者
の
皆
さ
ま
は
次
の
方
々
で
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
5
年
１１
月
7
日（
火
）・
尾
道
税
務
署
会
議
室

橋本 祐司
（公社）尾道法人会 副会長
内海エンジニアリング㈱

前田 佳宏
（公社）尾道法人会 理事
東亜工業㈱

尾道税務署長感謝状

松下 雅人
（公社）尾道法人会 常任理事
㈱リビンズ藤井

11月21日（火） 平谷尾道市長11月18日（土） 小島衆議院議員事務所

11月26日（日） 佐藤衆議院議員11月21日（火）  吉和尾道市議会議長
                    星野尾道市議会副議長
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文
化
講
演
会

松
木 

安
太
郎
氏

サ
ッ
カ
ー
解
説
者・サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表

　

11
月
15
日（
水
）に「
税
を
考
え
る
週
間
」協
賛
事
業
と
し
て

サ
ッ
カ
ー
解
説
者
の
松
木
安
太
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、文
化
講

演
会
を
し
ま
な
み
交
流
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

松
木
氏
は
、私
は「
税
」と
い
う
よ
り
は「
Ｊ
」な
の
で
す
が

と
話
し
始
め
、若
い
こ
ろ
代
表
で
の
森
孝
慈
氏
、木
村
和
司
氏
、

金
田
喜
稔
氏
な
ど
の
広
島
の
歴
代
の
サ
ッ
カ
ー
人
と
関
わ
り
、

代
表
の
中
で
広
島
弁
が
飛
び
交
っ
て
い
た
と
、そ
し
て
現
代
表

監
督
の
森
保
氏
も
含
め
て
、広
島
サ
ッ
カ
ー
は
間
違
い
な
く

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
を
牽
引
し
て
き
た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
松
木
氏
は
、Ｊ
リ
ー
グ
発
足
か
ら
30
年
で
選

手
層
が
厚
く
な
り
、今
の
日
本
は
全
て
の
世
代
で
相
当
強
い
。

な
ぜ
強
く
な
っ
た
の
か
？

　

そ
れ
は
、個
人
で
答
え
が
解
ら
な
い
中
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
か
ら
で
、昔
は
指
導
者
が
こ
う
し
ろ
。

あ
あ
し
ろ
。と
い
う
指
示
が
多
か
っ
た
が
、現
在
に
お
い
て
は
、

こ
れ
だ
け
や
れ
ば
良
い
が
無
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、他
人
が
引

き
上
げ
る
こ
と
の
出
来
る
能
力
も
限
界
に
来
て
い
ま
す
。一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

　

日
本
代
表
に
は
26
名
し
か
集
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
、サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
出
れ
る
の
は
最
大
で
も
16
名
。

で
は
残
り
は
い
ら
な
い
の
か
？
全
く
違
い
ま
す
。

　

26
名
全
員
が
チ
ー
ム
が
勝
つ
た
め
に
全
力
を
出
し
て
く
れ

る
、決
し
て
上
手
い
選
手
26
名
を
集
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
。チ
ー
ム
に
対
し
て
貢
献
で
き
る
選
手
、個
人
が
何
を

し
た
ら
チ
ー
ム
を
勝
た
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
の
か
、自
分
で
考

え
ら
れ
る
選
手
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

代
表
選
手
や
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
は「
金
メ
ダ
ル
が

と
り
た
い
」「
あ
の
大
会
に
出
た
い
」「
あ
の
選
手
と
対
戦
し
て

勝
ち
た
い
」と
い
っ
た
、こ
う
し
た
い
、こ
う
な
り
た
い
と
い
う

「
欲
の
ス
イ
ッ
チ
」を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
て
数
々
の
挫
折
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、

達
成
す
る
た
め
に
は
、ど
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
な
の
か

自
身
で
考
え
る
こ
と
で
、壁
を
乗
り
越
え
る
の
で
す
。

　

更
に
現
代
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力（
準
備
力
）で
す
。

　

代
表
の
試
合
は
移
動
を
含
め
時
差
や
気
候
、環
境
と
の
戦

い
で
す
。そ
こ
で
完
璧
な
も
の
を
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
こ
に
対

応
す
る
準
備
は
ど
う
す
る
の
か
？
自
分
の
中
で
準
備
出
来
る

力
が
必
要
な
の
で
す
。

　

昭
和
の
時
代
に
は
、夢
は
か
な
わ
な
い
も
の
で
し
た
。一
晩

中
、仲
間
た
ち
と
グ
ダ
グ
ダ
夢
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。輝
い
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
7
大
会
連
続
で
出
場
し
、

多
く
の
選
手
が
ヨ
ー
ロッ
パ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。自
身

の
可
能
性
と
し
て
実
現
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。若
い

人
た
ち
に
は
、も
っ
と
仲
間
と
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
話
し
て

「
欲
の
ス
イ
ッ
チ
」を
持
っ
て
、自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
若
い
世
代
に
エ
ー
ル
を
送
り
、テ
レ
ビ

で
の
サ
ッ
カ
ー
解
説
そ
の
ま
ま
の
元
気
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

「
人
生
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
中
で
」

「
人
生
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
中
で
」
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賞

第15回 税に関する絵はがきコンクール 審査結果
学校名 氏   名

世羅町立世羅小学校 廣山　琴子
尾道市立向東小学校 大本　悠葵
尾道市立日比崎小学校 渡辺　梨乃
尾道市立栗原北小学校 小川　　和
尾道市立向東小学校 中本　和香
尾道市立栗原北小学校 渡　　光貴
尾道市立栗原北小学校 仲重　美晴
尾道市立栗原北小学校 西中　莉愛
尾道市立向東小学校 荒木　輝波
尾道市立日比崎小学校 山田　桃花

金　賞
銀　賞
銀　賞
銅　賞
銅　賞
銅　賞

審査員特別賞
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選
入　選

尾道税務署 署長賞
尾道法人会  会長賞

尾道法人会 女性部会長賞
尾道法人会 青年部会長賞

尾道市立向東小学校 榊原　栄佑
尾道市立瀬戸田小学校 寺西　音奏
尾道市立瀬戸田小学校 茶野木玲緒
尾道市立長江小学校 武田　晴香
尾道市立日比崎小学校 園生　莉多
尾道市立因北小学校 宮地　陽菜
世羅町立せらひがし小学校 藤井ゆいか

尾道市立長江小学校
尾道市立日比崎小学校
尾道市立栗原北小学校
尾道市立御調西小学校
尾道市立三幸小学校

学校名賞

学校賞

世羅町立甲山小学校
世羅町立せらにし小学校

　
11
月
25
日（
土
）、尾
道
商
業
会
議
所
記
念
館
議
場
に
お
い

て
、税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、白
土
尾
道
税
務
署
長
を
始
め
と
す
る
来
賓
の
皆

さ
ま
を
お
迎
え
し
て
、各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
児
童
に
賞
状
と

副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
と
全
応
募
作
品
は
隣
接
の
B
a
n
k（
旧
三
井

住
友
銀
行
尾
道
支
店
）に
展
示
し
来
場
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん

も
感
心
し
て
ご
覧
に
な
って
い
ま
し
た
。

第
15
回 

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式・講
演
会

世羅町立世羅小学校 廣山 琴子
【金 賞】

尾道市立向東小学校 大本 悠葵
【銀 賞】

尾道市立日比崎小学校 渡辺 梨乃
【銀 賞】

尾道市立栗原北小学校 小川  和
【銅 賞】

尾道市立向東小学校 中本 和香
【銅 賞】

尾道市立栗原北小学校 渡  光貴
【銅 賞】

尾道市立栗原北小学校 仲重 美晴
【尾道税務署 署長賞】

尾道市立栗原北小学校 西中 莉愛
【尾道法人会 会長賞】

尾道市立向東小学校 荒木 輝波
【尾道法人会 女性部会長賞】

尾道市立日比崎小学校 山田 桃花
【尾道法人会 青年部会長賞】

尾道市立向東小学校 榊原 栄佑
【審査員特別賞】
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第
３9
回
法
人
会
全
国
大
会 

群
馬
大
会

第
３7
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会
に
参
加
し
て

　

10
月
18
日（
水
）、第
39
回
法
人
会
全
国
大
会（
群
馬
大
会
）

が
、高
崎
市
の
高
崎
芸
術
劇
場
に
て
全
国
各
地
か
ら
約
1
4

0
0
名
の
法
人
会
会
員
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
か
ら
の
参
加
者
を
群
馬
交
響
楽
団
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
よ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。第
１

部
記
念
講
演
会
で
は
、「
好
機
到
来
」と
題
し
て
、日
本
通
信

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
で
前
橋
工
科
大
学
の
理
事
長

で
も
あ
る
福
田
尚
久
氏
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。第
２
部
記
念

式
典
は「
令
和
6
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」や
青
年

部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の
報
告
が
あ
り
、最
後
に
群
馬

大
会
宣
言
の
発
表
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
9
日（
木
）〜
10
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
、第
37
回

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
佐
々
木
事
務
局
長
を
は
じ
め
、高
橋
部
会
長
、

池
田
さ
ん
、佐
藤
さ
ん
、手
塚
さ
ん
、私
槇
原
の
6
名
で
し
た
。

　

今
回
の
山
形
大
会
で
は
、我
々
尾
道
法
人
会
青
年
部
が

広
島
局
連
の
代
表
と
し
て「
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」の
発
表
を
し
ま
す
。内
容
は
、普
段
取
り
組
ん
で
い
る

「
財
政
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
児
童
参
加
型
の
租
税
教
室

に
つ
い
て
」で
す
。発
表
者
の
池
田
さ
ん
、佐
藤
さ
ん
は
リ
ハ
ー

サ
ル
の
為
1
日
早
く
か
ら
の
山
形
入
り
で
す
。本
隊
は
9
日

当
日
の
午
後
会
場
入
り
し
、プ
レ
ゼ
ン
ブ
ー
ス
に
て
待
機
し

ま
す
。準
備
も
整
い
、い
ざ
本
番
で
す
。会
場
に
入
り
二
人
の

素
晴
ら
し
い
発
表
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

発
表
後
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
法
人
会
メ
ン
バ
ー
の
多
く

の
方
が
資
料
を
求
め
に
来
ら
れ
た
り
、実
際
の
開
催
時
の
様

子
を
聞
き
に
来
ら
れ
た
り
と
ブ
ー
ス
も
大
い
に
盛
り
上
が
り

尾
道
法
人
会
の
プ
レ
ゼ
ン
を
良
い
と
感
じ
て
頂
け
た
方
が
た
く

さ
ん
い
た
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。翌
日
の

表
彰
で
は「
奨
励
賞
」を
頂
き
メ
ン
バ
ー
一
同
今
後
の
励
み
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、9
日
夜
に
は
岐
阜
の
多
治
見
法
人
会
と
の
懇
親
会

も
催
さ
れ
ま
し
た
。多
治
見
法
人
会
か
ら
は
、伊
藤
部
会
長

を
は
じ
め
、12
人
の
方
が
参
加
さ
れ
、尾
道
法
人
会
か
ら
は

6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。多
治
見
法
人
会
も「
租
税
教
育

活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
参
加
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

お
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ
い
、た
く
さ
ん
の
意
見
交
換
を
行
い
、

友
好
を
深
め
、来
年
会
う
こ
と
を
約
束
し
、和
や
か
な
ム
ー
ド

で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
青
年
の
集
い
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

全
国
の
法
人
会
メ
ン
バ
ー
の
熱
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、良
い
な
と
感
じ
た
取
り
組
み
と
し
て
参
加
者
に

「
第
37
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会
」の
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
案
内
し
登
録
を
促
す
、と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。L
I
N
E
に
登
録
す
る
こ
と
で
、大
会
期
間

中
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
大
会
の
案
内
が
配
信（
ど
こ
で
何
が
開

催
さ
れ
て
い
る
か
等
）さ
れ
、非
常
に
便
利
で
し
た
。

　

時
代
や
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
も
の
、ど
れ

だ
け
時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
化
し
な
い
方
が
良
い
も
の
、そ
れ

が
上
手
く
融
合
し
た
よ
う
な「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い

山
形
大
会
」だ
と
思
い
ま
し
た
。
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尾
道
法
人
会
会
員
の
皆
さ
ま

　

保
険
の
始
ま
り
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
海
上
輸
送
で
は
予

期
せ
ぬ
危
険
に
遭
遇
し
、船
と
乗
組
員
を

守
る
た
め
や
む
を
得
ず
積
荷
を
海
に
捨
て

る
こ
と
で
生
じ
た
損
害
を
荷
主
と
船
主
で

負
担
し
あ
う
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
保
険
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

険
が
登
場
し
ま
し
た
。こ
れ
は
過
去
の
火

災
発
生
率
と
現
在
の
建
物
数
か
ら
保
険
料

を
設
定
す
る
な
ど
近
代
的
な
保
険
の
原
型

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
保
険
制
度
は
そ
の
時
々
の

リ
ス
ク
に
応
じ
て「
相
互
扶
助
」の
考
え
の

も
と
誕
生
し
発
展
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
リ
ス
ク
が
現
代

社
会
に
お
い
て
も
リ
ス
ク
と
し
て
存
在
し

て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
で
す
が
、私
た

ち
が
向
き
合
う
リ
ス
ク
は
よ
り
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
保
険
の
な
い
生
活

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。皆
さ
ま
が
ご
加
入

の
保
険
は
い
ざ
と
い
う
時
に
皆
さ
ま
の
助

け
に
な
る
と
同
時
に
他
の
方
の
助
け
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。保
険
は「
困
っ
た
と
き
は

お
互
い
様
」を
大
規
模
で
行
え
る
仕
組
み

だ
と
言
え
ま
す
。

　

事
業
運
営
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
相
互

扶
助
の
精
神
で
軽
減
す
る
事
が
出
来
る

の
が
保
険
で
す
。是
非
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

福
山
支
店
長　

川
崎　

就
平

　

そ
の
後
14
世
紀
に
な
り
航
海
が
失
敗
し

た
と
き
は
金
融
業
者
が
積
荷
の
代
金
を
支

払
い
、航
海
が
成
功
し
た
と
き
に
は
金
融

業
者
に
手
数
料
を
支
払
う
と
い
う
仕
組
み

を
イ
タ
リ
ア
人
商
人
が
考
え
だ
し
海
上
保

険
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

1
6
6
6
年
9
月
に
ロ
ン
ド
ン
大
火
が

発
生（
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
家
屋
の
85
％
が

消
失
し
た
が
亡
く
な
っ
た
方
は
5
名
と
さ

れ
て
い
る
）し
た
こ
と
を
契
機
に
火
災
保

ご

女
性
部
会 

９
月
例
会

存

じ

で

す

か

？

　

9
月
20
日（
水
）、グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル

尾
道
に
お
い
て
、７
月
に
赴
任
さ
れ
た
ば
か
り

の
尾
道
税
務
署 
白
土
和
則
署
長
を
お
迎
え

し
て
9
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

白
土
署
長
は
東
京
局
か
ら
の
人
事
交
流

で
尾
道
署
に
赴
任
さ
れ
中
国
地
方
で
の
勤

務
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
す
。講
話
で
は
、自

ら
が
経
験
し
た
税
務
大
学
校
で
の
経
験
や

大
蔵
省（
現
財
務
省
）勤
務
で
の
日
々
の
裏
側

を
楽
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
生
活
で
は
朝
、浄
土
寺
山
展
望
台
に

散
歩
へ
出
か
け
尾
道
の
風
景
を
独
り
占
め

し
た
お
話
や
旬
を
迎
え
た
桃
や
イ
チ
ジ
ク
、

ぶ
ど
う
と
いっ
た
地
元
果
物
も
大
好
き
だ
そ

う
で
、尾
道
ラ
イ
フ
を
存
分
に
楽
し
ま
れ
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。コロ
ナ
禍
で
数
年
間
、

出
来
な
か
っ
た
部
会
員
と
会
食
も
行
わ
れ
、

会
話
も
弾
み
楽
し
い
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
会
視
察
研
修

　

汗
ば
む
よ
う
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月

12
日（
木
）、西
条
酒
蔵
通
り
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

写
真
と
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
な
観
光

ガ
イ
ド
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、酒
蔵
で
日
本

酒
が
出
来
る
ま
で
の
お
話
を
聞
き
、西
条
の

酒
造
り
の
歴
史
を
学
び
、赤
レ
ン
ガ
の
煙
突

や
な
ま
こ
壁
の
街
並
み
を
散
策
し
ま
し
た
。
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税の
コーナ

ー
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支
部
税
務
研
修
会

支
部
税
務
研
修
会

●
10
月
16
日（
月
）【
御
調
支
部
】

　

 　

 　

   

尾
道
ふ
れ
あ
い
の
里
３
階
研
修
室

●
10
月
20
日（
金
）【
向
島
支
部
】

　

 　

 　

  

尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
３
階
会
議
室

●
10
月
31
日（
火
）【
生
口
支
部
】

　

 　

 　

  

尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
瀬
戸
田
支
所
２
階
会
議
室

　
各
支
部
で
尾
道
税
務
署 

白
土
和
則
署
長
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。白
土
署
長
は
、

ご
自
身
の
経
歴
を
た
ど
り
な
が
ら
税
務
の
組
織
や
出
向
し
て

い
た
財
務
省
勤
務
時
代
の
お
話
を
解
り
易
く
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。尾
道
で
の
生
活
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
含
め
て
フ
ラ

ン
ク
に
話
さ
れ
参
加
者
に
も
好
評
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

【開催日】

白土税務署長赤坂御調支部長

村上向島支部長中田生口支部長

世羅郡支部

因島支部

世羅幸水農園にて
　　  なし狩りを行いました。

9月17日（日）

高野へりんご狩りに行き、広島空港近くの八天堂
ビレッジでパン作り体験へ出かけました。

10月1日（日）
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編 集 後 記

第23回女性フォーラム実行委員会
租税教室

2月

3月

4月

1月
25 木

行　　事　　名月 日 曜日 場　所

※令和5年12月4日時点の予定につき、日程等変更になる場合がございます。

ホテルグランヴィア広島

29 月

7 水

尾道市立三幸小学校
尾道国際ホテル
株式会社サクラオ

新年研修会
県法連 第2回研修委員会

14 水 ANAクラウンプラザホテル広島県法連 第2回厚生委員会
15 木 尾道国際ホテルワイン研修会
21 水 大同生命ビル会議室広島県青年の集い 第5回実行委員会
26 月 ANAクラウンプラザホテル広島県法連 第2回広報委員会
27 火 ANAクラウンプラザホテル広島県法連 第2回組織委員会
29 木 ホテルグランヴィア広島第24回女性フォーラム実行委員会
8 金 ANAクラウンプラザホテル広島県法連 第2回総務委員会

28 木 ホテルグランヴィア広島第25回女性フォーラム実行委員会
18 木 広島グリーンアリーナ(広島市)第18回全国女性フォーラム広島大会

22 金 大同生命ビル会議室青連協正副会長会・理事会及び
広島県 青年の集い 第6回実行委員会

　今年も残すところわずかとなりました。
　職場で私の隣に座っている同僚（60歳）は毎日のように1日が過ぎるのが早いと言っています。私自身も年々、一年
が早く感じられるようになりました。皆さんはいかがでしょうか。
　一年が早く感じるという方がいらっしゃいましたら、それは「ジャネーの法則」によるものかもしれません。これはフラ
ンスの心理学者ピエール・ジャネーの著書において紹介された法則で「主観的に記憶される年月は年少者にはより
長く、年長者にはより短く感じられる」という現象を心理学的に説明したものです。

　このように年を取るごとに人間が体感する一年は相対的に短く感じると聞かれた方も多いのではないでしょうか。
　この法則が成り立つのか確認するため、私の職場で「一年が早く過ぎるか」をアンケートしてみました。結果は次
のとおりです。

　予想外に全世代で一年が早く過ぎるという結果になりました。この法則は年を取るごとに相対的に時間が短く感
じるというものだったことに気づき、質問を変え、「以前と比べて一年が過ぎるのが早くなりましたか」とアンケートして
みました。結果は次のとおりです。

　つまり、このアンケート結果から全世代で一年は早く過ぎると感じるが、年を取るごとにさらに一年が早く過ぎるよう
に感じると結論付けることができそうです。
　子どもの頃は初めて体験することばかりで、毎日が新鮮で、新しい出会いや発見がたくさんあります。
しかし、大人になると時間があっという間に過ぎると感じるのは、日々の生活に新鮮味がなくなるからだと
言われます。
　皆さんもいつもと違う帰り道を歩いてみる、新しい趣味を始めるなど、新年はいつもと違うことをされる
のはいかがでしょうか。        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （M.O）

一歳のときの一年は全人生の1／1
　　　　　　　　　　五十歳のときの一年は全人生の1／50

［20代］　　　ＹＥＳ／ ６人　　ＮＯ／０人
［30代］　　　ＹＥＳ／ １人　　ＮＯ／０人
［40代］　　　ＹＥＳ／ １人　　ＮＯ／０人
［50代］　　　ＹＥＳ／10人　　ＮＯ／３人

［20代］　　　ＹＥＳ／６人　　  ＮＯ／０人
［30代］　　　ＹＥＳ／１人　　  ＮＯ／０人
［40代］　　　ＹＥＳ／１人　　  ＮＯ／０人
［50代］　　　ＹＥＳ／9人　　  ＮＯ／2人　　  変わらない／2人




